
（1）一般部門　（2）学生部門

神田川・妙正寺川流域は、昭和30年代まで染色関連業が集積し、京都・金沢に並ぶ染物の三大産地として知られていま

した。現在もその技術を受け継ぎ、新しい染色を提案する職人・作家たちが集まり、代々の技と歴史を絶やさず今日に至ってい

ます。すっかりまちの風物詩となった「染の小道」は、落合・中井地域を中心に、地場産業である染色を軸に、まちの活性化をめざす

一大イベントとして、多くの人々の参加と協力のもとに親しまれ、今年度は平成29年2月24日～2月26日に開催されます。
そこでこのたび、目白大学・目白大学短期大学部と「染の小道」実行委員会では、本イベントの開催と人々の交流やまちの

賑わい等を記録として後世に伝えていくために、本イベント開催期間中に撮影された写真を募集するフォトコンテストを実施いた

します。奮ってご応募下さいますようご案内申し上げます。

平成29年2月27日（月）～3月31日（金）
以下のいずれかの方法でご応募下さい。
①メールでのご応募	 以下のアドレス宛てに、１作品ごとに添付してお送り下さい。
　	 メールアドレス：photo@mejiro.ac.jp

②郵送でのご応募	 記入事項を明記した紙（様式は任意）を同封して、以下までお送り下さい。
	 〒161-8539 東京都新宿区中落合４-３１-１
	 目白大学地域連携・研究推進センター「染の小道」フォトコンテスト係
	 TEL:03-5996-3110

※①、②でご応募の場合の記入事項
　1.応募部門　2.撮影場所・日時　3.作品のタイトル（15字以内）と説明（100字以内）
　4.住所、氏名、年齢、電話番号及び連絡先のメールアドレス
　（なお、（2）で応募する場合は、学校名・学年も明記して下さい。）
※応募に係る郵送代等は、応募者の負担となります。
　また、郵送等の事故や破損等については、当方に落ち度のない場合、その責任は負いません。

1.応募点数　	 一人2点以内とします。

2.応募資格　	 日本国内在住のアマチュアの方。年齢は問いません。

3.作品の規格	 ・①のメールでご応募の場合は、JPEG形式で1作品2MB以内とします。
　　	   （入賞作品については、A3サイズによる一般展示を予定）

	 ・②の郵送でご応募の場合、A3のカラーまたは
	   モノクロプリントとし、単写真に限ります（デジタル写真可）。

4.肖像権等	 他者の知的財産権及び肖像権を侵害しない作品に限ります。
	 応募作品に肖像権が発生する場合は、
	 撮影者の責任において必要な許諾等の対応をした上でご応募下さい。
	 問題が生じた場合、主催者及び共催者はその責任を負いません。

「染の小道」第3回フォトコンテスト審査委員会において厳正に審査を行います。
なお、本コンテストは写真の技術を競うものではなく、まちの賑わい等イベントの記録を目的とするものです。
審査及び審査結果に関するお問い合わせには一切お答えできません。

平成29年4月中旬に、入賞者宛てに通知します。別途、表彰式を開催する予定です。
なお、入賞作品については、後日、デジタルデータをご提出いただきます。

●最優秀賞（両部門を通じて1名）… ……………賞状及び副賞（落合・中井地域商品券2万円）

●優秀賞（各部門2名）……………………………賞状及び副賞（落合・中井地域商品券1万円）

●入賞（各部門若干名）……………………………賞状及び副賞（落合・中井地域商品券1千円）

●審査委員特別賞（両部門を通じて1名）… ……賞状及び副賞（落合・中井地域商品券5千円）
※各賞の人数は予告なしに変更する場合があります。

入賞作品は、神楽坂地域交流スペース（高齢者福祉施設「神楽坂」1F）等において展示します。
また、「染の小道」及び目白大学ホームページにおいても発表します。

応募作品は返却いたしません。ご応募に当たり記載いただく個人情報は、本コンテストの運営のみに使用します。
作品を展示する際に、撮影者の所属や氏名を明示することがあります。ご応募いただいた作品の著作権は著作
者に帰属しますが、目白大学・目白大学短期大学部及び「染の小道」実行委員会にその使用権を許諾いた
だき、同作品を出版物、宣伝広告及びイベント等において無償で使用することができます。
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※撮影時の注意：人物を撮影したり被写体に人物がはっきりと写る場合は、必ず本人の承諾を取ってください。
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